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交
通
安
全
祈
願
祭
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
に

３
事
業
所
に
交
付

　

過
去
の
戦
争
で
戦
地
に
赴
き
尊

い
犠
牲
と
な
っ
た
２
４
９
９
人
を

悼
む
「
南
あ
わ
じ
市
戦
没
者
追
悼

式
」
が
、
４
月
７
日
、
文
化
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
ら
約
４
１
０
人
が
列
席
し

て
一
人
ひ
と
り
献
花
を
捧
げ
恒
久

平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
中
田
市
長
は
、「
戦
争

で
の
大
き
な
犠
牲
の
上
に
今
の
日

本
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
後
世

に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
」
と
式
辞
を
述
べ
、
市
遺
族

会
の
浦
瀬
昌
人
会
長
は
、「
戦
争

の
恐
さ
、
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
な

い
よ
う
恒
久
平
和
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
私
た
ち
遺
族
の
使
命
で

す
」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を
捧
げ
ま

し
た
。

理
を
行
っ
た
り
、
市
に
対
す
る
助

言
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
処
理
困
難
事
案
を
中

心
と
し
て
納
税
交
渉
の
強
化
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
等
に
加
え
て
、
市
で

は
初
の
取
り
組
み
と
な
る
不
動
産

公
売
の
実
施
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
差
し
押
さ
え
で
引
き
揚

げ
た
動
産
な
ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
、

売
り
上
げ
は
滞
納
税
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
の
案
内
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。　

県
か
ら
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ

　

市
税
等
の
滞
納
防
止
・
徴
収
率

ア
ッ
プ
等
の
た
め
、
市
は
兵
庫
県

の
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収
チ
ー

ム
の
派
遣
受
け
入
れ
を
行
い
、
４

月
11
日
に
回
収
チ
ー
ム
に
対
し
て

辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

整
理
回
収
チ
ー
ム
の
受
け
入
れ

は
平
成
19
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
通
年
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
22
年
度
と
23
年
度
で
合
わ

せ
て
１
０
０
件
以
上
の
滞
納
事
案

を
処
理
し
ま
し
た
。

　

整
理
回
収
チ
ー
ム
は
、
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
市
と
共

同
で
高
額
滞
納
事
案
等
の
滞
納
整

▲式壇の標柱に向い献花を捧げ、静かに手を
　合わせて恒久平和を祈念しました

新
消
防
団
長
就
任

　

榎
本
一
博
さ
ん
（
阿
万
）
が
４

月
１
日
、
新
た
に
市
消
防
団
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
26
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

※
新
幹
部
は
12
頁
に
掲
載

防
犯
ブ
ザ
ー
配
布

　

市
内
17
校
の
小
学
校
で
４
月
10

日
、
入
学
式
が
行
な
わ
れ
、
新
１

年
生
４
２
７
人
全
員
に
防
犯
ブ

ザ
ー
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
狙
っ
た
事
件
が
全
国

的
に
多
発
し
て
い
る
今
日
、防
犯

ブ
ザ
ー
で
難
を
逃
れ
た
ケ
ー
ス
も

数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。子

ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、こ
う
い
っ

た
物
に
も
増
し
て
地
域
全
体
で
見

守
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

▲辞令交付を受ける兵庫県の個人住民税等整理回収チー
　ムのメンバー

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
の
伝
達
式

戦
没
者
追
悼
式

恒
久
平
和
を
誓
う

　

災
害
時
に
地
域
防
災
を
支
え
る

消
防
団
の
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要

性
を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

消
防
団
員
の
約
７
割
が
被
雇
用
者

と
い
う
状
況
の
な
か
、
消
防
団
員

の
入
団
や
活
動
に
対
す
る
勤
め
先

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
総
務
省
消
防
庁
で
は

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
し
、
消
防
団
活
動
に
協
力

す
る
事
業
所
に
対
し
て
表
示
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
淡
路
島
酪
農
農
業
協
同

組
合
、
㈱
南
兵
庫
ク
ボ
タ
、
理
研

化
学
工
業
㈱
淡
路
工
場
に
表
示
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
事
業
所
に
お
い
て
は
消
防
団

員
が
相
当
数
入
団
し
て
お
り
、
火

災
時
の
出
動
が
出
勤
扱
い
と
な
る

な
ど
消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定

基
準
に
適
合
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

４
月
13
日
に
表
示
証
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
業
務
に
よ
り
出
席
で

き
な
か
っ
た
理
研
化
学
工
業
㈱
淡

路
工
場
を
除
く
２
事
業
所
に
表
示

証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
震
災・大
津
波
に
備
え
た
自
主
防
災
組
織
活
動
の
充
実
を
！

　

新
年
度
に
入
り
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の

復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
南
あ
わ
じ

市
か
ら
職
員
１
名
を
１
年
間
派
遣
し

ま
し
た
。
今
ま
で
１
週
間
前
後
の
短

期
間
、
24
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
長
期
に
わ
た
る
派
遣
は
初

め
て
で
す
。
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
居
内
昭
人
君
が
「
様
々
な
こ
と

を
経
験
し
、
南
あ
わ
じ
市
の
役
に
立

つ
職
員
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
い
」

と
し
て
積
極
的
な
申
出
が
あ
り
、
市

長
と
し
て
大
変
心
強
く
誇
り
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
防
災
活
動
研
修
の
一
環

と
し
て
、
５
月
16
日
〜
18
日
に
市
内

の
津
波
被
害
が
特
に
心
配
さ
れ
る
自

主
防
災
組
織
の
代
表
40
名
程
度
が
、

南
三
陸
町
を
訪
問
し
被
災
現
地
で

生
の
姿
を
視
察
し
て
研
修
を
行
い
ま

す
。
私
も
同
行
す
る
予
定
で
す
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
が
30
年
以
内

に
60
％
〜
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
暫
定
的

な
想
定
や
内
閣
府
有
識
者
会
議
の
発

表
で
は
、
津
波
高
が
当
初
予
想
の
約

２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
り
返
し
申
し
て
お
り
ま
す
と
お

り
、
合
併
後
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網

に
よ
る
宅
内
告
知
放
送
及
び
１
１
２

箇
所
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
・
サ
イ
レ

ン
、
屋
外
監
視
カ
メ
ラ
、
沼
島
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
小
中
学
校
耐
震
化

１
０
０
％
、
保
育
所
の
耐
震
化
、
備

蓄
食
糧
や
資
機
材
の
整
備
な
ど
、
多

種
多
様
で
巨
額
の
投
資
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
避
難
路
の

整
備
や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
避
難
路

街
灯
設
置
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど

を
計
画
・
実
施
し
て
お
り
ま
す
し
、

消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
日
夜
緊
張
感
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
ー
ド
事
業
や
消
防
団

活
動
に
は
限
界
が
あ
り
、
最
終
的
に

は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
構
え
が
大

切
で
す
。
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

冷
静
に
行
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も

や
寝
た
き
り
の
方
な
ど
、
誰
が
誰
を

助
け
ど
う
逃
げ
る
か
、
避
難
所
や
必

要
資
材
、
備
蓄
は
ど
こ
に
あ
る
か
、

細
か
な
と
こ
ろ
を
確
認
し
地
域
で
議

論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

の
結
成
率
は
約
９
割
で
す
が
、
未
結

成
の
自
治
会
、
議
論
や
活
動
が
不
十

分
な
自
治
会
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
と
も
地
域
で
の
絆
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

る
。
家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
。
地

域
の
命
は
地
域
で
守
る
」
を
基
本
理

念
と
し
、
個
人
、
家
庭
、
地
域
が
防

災
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
た
だ
き
、

災
害
発
生
時
に
は
迅
速
に
対
応
し
避

難
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

災
害
対
応
は
、
市
民
力
・
地
域
力

が
問
わ
れ
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

を
中
心
に
地
域
で
の
助
け
合
い
や

▲自主防災組織学習会の様子 ▲救命講習

▲表示証を受けた淡路島酪農農業協同組合の喜
　多茂之さん（中央左）と㈱南兵庫クボタの川崎章
　弘さん（中央右）

　

中
山
峠
の
い
こ
い
の
泉
に
お
い

て
４
月
６
日
、
交
通
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
や
通
行

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
呼
び

か
け
な
ど
で
市
民
の
交
通
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た

後
、
市
交
通
安
全
協
会
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
、
事
故
に
対
す
る
注

意
を
呼
び
か
け
る
交
通
安
全
か
わ

ら
ば
ん
と
ミ
ニ
草
履
を
配
布
し
な

が
ら
、
通
行
す
る
車
両
に
対
し
て

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

福
良
備
前
町
に
広
場
を
整
備

　

福
良
地
区
で
は
、備
前
町
を
福

良
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
避
難
路
や
広

場
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、こ
の

度
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
場
に
は
、太
陽
光
電
池

に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
が
設
置
さ

れ
、災
害
等
に
よ
る
停
電
時
に
お

い
て
も
避
難
路
の
照
明
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、地
元
で
は
、防
災
用
備
品

の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、地
域
住

民
の
憩
い
の
場
と
な
る
と
と
も
に

防
災
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

▲広場の中央に照明灯が設置
　されています

▲防犯ブザーを手に微笑む児童たち

▲新消防団長の榎本一博
　さん

▲警察の協力を得ながら、交通安全協会のメ
　ンバーらが交通安全を呼びかけました




